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血清 Glyc opr otein に及ぼす分娩 の影響に関する研究




分娩の 血 清 glyc oprotein に 及 ぼ す影響 を検索す る目的で ， 妊娠末弧 分娩時， 産碍期に お ける血清
蛋白分画濃度の 測定 を行 っ た ． ま た， 同時に 血 中 c o rtis olくCbLlお よび dehydr o epia ndro ster。ne mH Al
濃度 を測定 し比 較検討 した．
採血は妊娠末期 よ り産裾第 30日日 に 至 る期間， 経時的に 行 っ た ． そ れ らの 対象の 札 妊娠 ． 分娩 ． 産裾
期に 異常の あ っ た例 を除き，妊娠初期よ り産裾全期間を通 じて 異常の な い 正 常経過 を経 たも の 12例 を本研
究の 検討対象と した ■ 年齢は 23へ 29歳であ っ た
． 測定は， 血 清蛋自分画， D H A， C O L， 白血球数お よび そ
の分画， 赤血球乳 he m ato c rit値， he m oglobin 波風 総bilirubin 値， 赤沈値な どに つ い て行 っ た ．
血 清蛋白分画測定 に は微量放射免疫拡散法 mic ro single r adial im m u n odiffu sio n method を用い ，
40種類の も の に つ い て測定 した． なお ， 血 中 a －fetoprotein くaFl ， ヒ ト胎盤性乳汁分泌ホJL，モ ン hu m a n
pla c e ntal la ctoge nくh Pu 妊 娠時異Pl糖蛋 白 pregn a n cy spe cific．P． －glyc oproteinくP．S P．渡 ども測定 し
た
．
血 清 glyc opr otein 濃度は， 一山 般 に ， 分娩申 に著明な変動 を示 す こ と は なか っ たが ， 分娩後塵裾期 に お い
て は著増ま た は減少し た． 分娩後増加す る血 清蛋 白分画と して は， 町 a Cid－glycoproteinくLrlA Gl， hapto －
globinくHpI， 町 a ntichym otry psin くぼIXl， C－r e a Ctiv e－prOtein くC R Pl， 9．5S一 町 glyc opr otein く9．5S－ ql
な どが あり， 逆 に 分娩後 に減少す る も の と して は， a 2 ．A P－glyc opr otein くSP3l， Lr2．H S－glyc opr otein くa2
HSl な どか あ っ た ． な お， aF， h P L， PIS Plな ども減少 した． ま た， al － a ntitry psin くalA Tl， IgM な ど
で は， 分娩後特 に著変 は認め られ な か っ た ．
血 中D H A濃度 は， 分娩第2期よ り上 昇 し始め， 児娩出後 ピ ー ク に 達 し分娩前の 平均2．5倍と なり， その
後低下 し， 分娩終了後数時間で 分娩前の 値 に復 した ． 血 中 C O L濃度の 消長 も D H Aの それ と ほぼ同様で あ
り， 分 娩第 2期よ り漸次増加 し， 児娩出後 ピ ー ク に 達し， そ の 後比較的急激に 低下 し， 分娩後数時間で 分
娩前値に 復 した ． ま た， 血 清蛋 白分画の い く つ か の も の は， 赤沈値 と関連性を有す る もの とみ なさ れ た．
なお ， 分娩． 産裾期の 血 清蛋 白分 画の 変動を招来す る諸因子 ， 分娩時の C O L， D H Aの 動 乱 お よび それ
ら相互 間の 関連性 の 有無な ど に つ い て検討 を加 えた ．
Key w o rds Labour， Ser um Glyc oprotein， Dehydro epia ndroster one
女性に お い て妊娠 ． 分 娩は， 非妊 時 に 比 して 極め て
特異な状態 を惹起す る が ， こ れ も 一 つ の 生 理的状態で
あり， 母体の 各生理機構 は それ ぞれ 密接な関連 を保 ち
なが ら， 微妙な動的平衡状態 を保 ち， 種族保存機能 を
完遂して い る
．
この 妊娠 ． 分娩時 の 機構の 調整 に 主 導
的役割を果 して い る の は ， 妊娠 ． 分娩 ． 慶福期 それ ぞ
れの 内分泌 機構 で あり， その 影響 を受 けて ， 他の 諸機
Efe cts of Labo ur onSerum Glyc oprotein．
構も非妊時 と異な る動態を呈 す る．
妊娠 ． 分娩時に 特異的な もの と して は， 胎盤 に 由来
す る と 卜絨毛 性性腺刺激ホ ル モ ン hu m a n cho rio nic
go n adotropin くhC Gン， ヒ ト胎盤性乳汁分泌 ホ ル モ ン
hu m a npla c e ntal la ctoge nくh PU ， 妊娠時異 Pl糖 蛋
白 pr egn a n cy specific－Pl －glyc opr otein く月IS P．1 な ど
が あ る． ま た， プ ロ ゲ ス テ ロ ン ， エ ス トリ オ ー ル な ど
S hige ruIshida， Departm ent of O bstetrics
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に よ る胎盤の内分泌機構， オ キ シ ト シ ン な どの 脳下垂
体機 構， CO rtisolくC Ou ， dehydr o epia ndr o sterone
くD H Aコな どの 副腎皮質の内分泌機構が重要な役割 を
果す ． hP L は， 胎盤の tr ophobla stで 産生 され 母体よ
り胎児が排除さ れる こ と を防 ぐ作用 が あ ると さ れ てい
る17
． AS P． は， 胎盤 で合成され る glyc oprotein で ， 妊
娠 8 へ 12週よ り検出さ れ始 め， 妊 娠の進行と と も に 増
量す る ． 月1S Plは， 胎盤機能の よい 指標 と な る． つ ま り，
子宮内胎児発育不全， 子 宮内胎児切迫仮死 な どの場合，
母体血清中の ASPlは低値 を示 す ． また ， 産裾時に 機能
す る主要な もの と して は プ ロ ラ クチ ン な どが ある． そ
の他 の内分泌機構も間接的に 何 ら か の 影響 を受 ける ．
一 方 ， 胎児 の内分泌機構 で は， 主 に 下垂 体前葉一副
腎皮質系， す なわ ち A C T H．C O L系が 主 要な働 き をな
す と され て い る． また ， 胎 児副腎か ら は大量 の D H A
sulfate くDH A．Sl が 産生分泌 され ， 胎盤の エ ス トリ
オ ー ル の pr e cu r so rく前段階物質1 と な る．
また， 妊娠時は子 宮筋層の肥大肥厚 な どの 著 し い 形
態学的変化や全身の血梁量， 赤血球数 な どの 増加が 起
こ る
．
妊娠 ． 分娩 ． 産裾期の 血清 glyc oprotein の 変動 も
た重 要な変化で あ るき一 別 ． こ の妊娠 ． 分娩 ． 産裾期 に お
け る血清 glyc opr otein の変動 は， 各臓器 q 組織の 妊娠
性変化の 維持， 順調 な分娩経過， 分娩時の ス ト レ ス へ
の対応， 産碍期 にお ける組織 の修復， そ の 他 に 重要な
役割 を果 して い る．
分娩 は， 一 種 の ス ト レ ス で あり組織の 障害もお こ る．
した が っ て手術侵襲 に 似た 面も ある． 手術侵襲 に より ，
種々 の血清glyc oprotein が変動 す るが ト 11， わ れわ れ
も a．－ a Cid－glyc oproteinくぼ1AGl， haptoglobinくHpl，
a l
－ antitry psin くalA TI Ce rulopla s min くCpl な ど に
著明な増加 を認 めて い る1 2I ． ま た， 手術侵襲時 に は副
腎皮質機能が冗進 し， C OL， D H Aな どの増量が み と め
られ る 用 ．
対象お よ び方法
実験開始 に 際 して， 妊娠初期 か ら妊娠 8 カ 月頃ま で
異常の み ら れな か っ た 正常妊婦約 30名 を選 んだ ． こ れ
らの対象に つ い て， 妊娠末期， 分娩時， 産裾第 30日目
まで の 全実験経過中， 後述の ご と く原則と して 15ノ． － ノ20
回 の採血 を行 っ た． その 間， 分娩遷延， 大量出血， 頸
管裂傷， 乳腺炎 な どの 産科的異常や全身的な疾患が発
生 した り， 採血 を途中で拒否 した もの は排除 した． ま
た， 採血条件の不正確 であ っ た も の も除外 した． 最終
的に全期間に おい て 正常経過を と り， 採血， 測定 な ど
の面 で も 実験条件 を充分満足 させ る もの 12名 を検索
の 対象と して選 び， 他 は予備実験 な い し参考デ ー タ に
止 めた ．
上 記の ごと く最終的に 満足す べ き採血 条件 を保ち つ
づ け， 正 常な妊 娠 ． 分娩 ． 産裾 経過 を経た も の 12名の
年齢 は 23〆 － 29歳 で あ り， 過 去 の 分娩 回 数 は 0ノ 1 1 で
あ っ た ． 妊娠期間は 39へ 41過 ， すな わ ち ， 分娩予 定日
の 前1週間か ら後1週間ま で の 2週間の間に 分娩 を終
了 した ． 12例の う ち 8例で は オ キ シ トシ ン や プロ スタ
グラ ン デイ ン な どの投与 は行われ なか っ た が， 4例に
は オ キ シ トシ ン が投与 され た ． 会 陰 切 開 は，9例 に行
わ れ た ． 輸液 ． 輸血 は行わ れ な か っ た ．
分娩 所要時間 は平均約 7時間 30分 く1時間40分
へ ノ16時 間30分1， 出血 量 は 平均的 190mlく110へ 一440
mlう で あ っ た ．
採血 は原則 と して 妊娠 37ノ ー 38過， 39へ ノ40過， 軽度陣
痛発来直後 ， 分娩第 1期， 第 2期， 児娩出直後， 胎盤
娩出直後， 分娩終了 1時間後， 2時間後， 産裾第1，
2， 3， 4， 5， 6， 7， 30 日目の 17回と した． 分娩
前 の各妊娠時期 で は， な る べ く機会を み て数回採血 し，
そ の平均値 をと っ て ， そ れ ぞれ の 期間の値と した． 肘
静脈 よ り 10mlの 血 液を採取 し， 血液 の 一 部は， 赤血球
沈降速度く以下， 赤沈速度 と略う， 白血球数お よ びその
分画， 赤血球数， he m ato crit値くHtl， he m oglobin 値
くH bl， 総 bilirubin 値の 測定 に 供 した． 他 は血清を分
離 し， 直ち に － 80
0
Cに 保存 し， 約 40種類 の血 清蛋白分
画の 分析， 血清総蛋白濃度， C O L， D H A濃度の 測定に
供 した ．
血 清蛋 白分画 は表 1 に示 した も の， お よ び ぽ イeto．
pr otein くaFl， hu m a npla c e ntal la ctoge nくh PU ，
pergn a n cy－Spe Cific－Pl －glyc opr otein く声1S P．1 な どを，
微量放射免疫拡散法 micro single radial im m u n o．
diffu sio n m ethod くM S RI D， に よ り測定 した1 21 川
なお ， 本論文 に 用 い る血清蛋白分画の 略語 は， 表 1
に 従 っ た ．
D H A お よび C O L は， radioim m u n o a ss ay に よ り測
定 し た1引 ．
な お， 赤沈速度が 1 時間値 15m m 以 内の も の は， 血
中fibrin oge n量低下 の 疑 い の あ る も の と し て 対 象例
か ら除外 した．
成 績
工 ． 血 清 glyc opr otein 濃度 に 及 ぼ す分 娩の 影響
各蛋白分画に 及 ぼ す分娩の 影響 を検討 す る場合， ど
の 時期 の 値 を対照と して と る か に つ い て は， 分娩前す
な わ ち妊娠末期の 値 を とる の も ー つ の 方法 で あ るが，
glyc oprotein の 中に は， 妊娠経過 と共に 増減す るも の
も す く な く ない の で ， 非妊時の 多数例の 平 均値をも っ
て 対照と し， こ れ を 100％ と して表 わ し， 分娩お よ びそ
血清 Glyc opr otein に 及 ぼ す分 娩の 影響
Table． 1． Se ru m pr otein fr a ctio n s， their abbr e viatio n s， a nd c o n ce ntratio n sin
n o npr egn a nt w o m e n．
Se ru m pr Otein fr a ctlo n s Ab br e vla亡io n s 二三三三三三言rニ三二三三宝
－さ
1
pr e al bu min Pr eal も 34．4 1 mgノdl
al bu m土n A l b 3 6 9 0．9 mgノdl
crl
－
a Cid glyc opr otein ロ 1A G 54． 9 mgノdl
ロ 1
－1 ipopr o亡e土n ぴ 1L lpo 4 9 6． 8 mgノd l
ロ 1
－
a n亡i亡ry psln ロ 1A
－工 2 3 1． 8 mgノdl
ぴ 1
－ a n亡icbym o仁ry psln ぴ 1X
9 ．5 S－ Crl － glyc opr otein 9 ．5 S
一
任 1
r e亡in ol b inding pro亡ein R B P
Gc － globul ln Gc 5 0．4 mgノdl
in te r－ q 一 仁 ry psin inh i b ito r 工oT 工
a ntl亡br o mb ln H A T lエ 3 0．O mgノdl
C e て uloplas Tnin Cp 3 3．8 mgノdl
Zn － ぼ ユ ー glyc oprot ein Zn c2
Er2
－ HS－ glycopr otein 色 2H S 7 7．O mgノdl
C Is in a c亡iv a亡O r C Is工 2 6．O mgノdl
CIs － C O mpO n e n亡 CIs 3 ．6 mgノdl
C 9－ C OmpO n e n亡 C 9 7 ．9 mgノdl
bap亡Oglob in Rp 1 1 4． 3 mgノdl
d之 － A Pglyc opr oteln SP3
ぽ2
－ m a C r Oglobul ln 勘邦 2 4 4． 8 mgノdl
ぽ 1B －glycopr o亡e土n Q IB 39． 6 mgノdl
Pla s min oge n Pmg
B －1 1popr o亡eln B L ipo 6 2 2． O mgノd l
he mope xln Hx 11 5． 3 mgノd l
C 3－ C O mpO n e nt C 3 7 7． O mgノdl
C4－ C O mpO n e nt C 4 2 3． 7 mgノd l
C5－ C O mpO n e n亡 C 5
tr a n sfe r rin Tf 31 1．2 mgノdl
C－ r e aC亡1v e pr o亡eln CR P
8ユ ーglyc opr o亡ein 工 B2工 1 8．7 mgノd l
C3－pr O 且 C亡1v a亡O r C 3 P A
Bユ ーglyc opr o亡eln 皿 日2コエ 9 ．7 mgノdl
Bユ ー mlc r oglobulln P2mic
C lq － C O mpO n e n亡 C lq 1 2．8 mgノdl
C3c － C O mpO n e nt C 3c
1m m u n oglobul ln G 工gG 1 6 1 0．6 mgノdl
11m n u n Oglobul ln A 工gA 2 7 3．8 ngノdl i
土皿 u n Oglobul ln H 工gH 3 32 ．5 mgノdl
i 皿 u n Oglobul in D 工gD 用
i m u n oglobul ln E 工gE
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の後の 値を比較 した． 非妊時の各蛋白分画の 平均値 は
表 1 に 示 した値を基準と した
． 空欄の 部分 は実濃度が
未測定で， 実験で は相対的増加比 の み測定さ れ た もの
を示 して い る． す なわ ち， 多用 途 日本人 標準血清 であ
る QS 血清 くHe chsトJap． Col を標準 と して ， 非妊 時
の相対濃度 を測定 し， その 多数例 の平均値 を求 め， こ
れ を非妊時の 平均相対濃度と し， 次 い で妊娠 ． 分娩 ．
産裾時の相対濃度をQS血清を標準 と して 測定 し， こ
れ らか ら， 非妊時相対演度 を 100％と した とき の 妊娠 ．
分娩 ． 塵裾時の値 を算出した ． なお ， それ ぞ れ の 時期
の 平均値 は標準偏差 とと も に表示 した．
分娩時 で は蛋白分画濃度の大 き く変動す る もの は認
め られ な か っ たが ， 分娩後 ， 産裾期 に 入 る と著 しく変
動 す るも の がか な り存在 した
．
す なわ ち， 血清蛋白分
画 は分娩 の影響に より 増加す る もの ， 減少す る も の ，
不変の もの の 3群 に 分け る こ とが で き た．
A 一 分娩の 影響 によ り増加 す る血 清蛋 白分画
分娩後増加 した 蛋自分画 の 主 な もの は 勘 A G， 恥
al
－ a ntichym otry psinくalXl， 9．5S． a ．－glyc opr otein
く9－5S－ alコ C－r ea Ctive－prOtein くC R PJ な ど で あ っ た
．
これ らの あ るも の は妊娠時に 非妊時よ り低値 を示 し，
ある も の で は高値， あ る もの で は同等 の値 を示 した．
仔IA G は， 図1 に 示 す ごと く， 非妊 時の 平均値 54．9
m g佃1を 100％と す る と， 妊 娠 10ヵ月 前半で は 平均
75士22％， 後半で は85士29％と非妊 時よ り低下 して お























平 均 86士 15％， 77士18％と著変は認 め られ な か っ た
．
胎盤娩出直後 に は， 測定値の 上 で は 103士41％とや や
上 昇 した が ， 分娩終 了 1 およ び 2時間後 の 値 は 73士
16％， 88士32％と 妊娠 10カ月 の 値 と ほ ぼ 同様 で あ っ
た ■ 産裾期 に 入 る と， 産祷第 1 ， 2， 3， 4， 5， 6，
7， 30日目 で は， そ れ ぞれ 平均106 士26％， 135士33％，
126士34％， 181士53％， 165士43％， 192士70％， 183士
55％， 133士44％と ， 塵裾第 6 日日頃に ピ ー ク を示 し約
2倍 に 著増， 第30 日目 に は減少 し て い たが ， な お ， 非
妊時に 比 し か な り 高値 を保つ も の が み ら れ た
．
CIs．in a ctiv ato rくCIs H に お い ても 同様の 傾向， す
なわ ち， 妊娠時低下 し， 産裾期 に 増加 した
．
Hp は ， 図 2 に 示 す ごと く， 非妊 時 の 平 均値 114．3
m gノdl を 100％と す る と， 妊娠1 0ヵ月前半お よ び後半
で は ， そ れ ぞれ 平均101 士54％， 116 士86％で 非妊時と
ほぼ 同値 を保 っ た． 分娩時は 105 士65％で 著変 なく， 児
娩出直後， 分娩終了 1， 2時間後の値は ， それ ぞれ平
均127 士107％， 83士63％， 113士103％ で ， 各期の 測定
値 に バ ラ ツ キ があ り変動幅の大き い 傾 向が み ら れた
．
しか し平均値 の変動と して は著明で は なか っ た ． 産裾
第 1 へ 7 日目 で は ， そ れ ぞ れ 平均 136 士78％， 202士
97％， 207 士107％， 264士65％t 226士68％， 264士143％，
226士65％と産裾第 6 日 日頃 ピ ー ク を示 し約 2．5倍以
上 に 著増 した． 産裾第 30日 目 で も 154 士66％とな お か
な り の 増加 を示 した． す な わ ち， Hp は， 妊娠時に 非妊











































Stagel 一 皿 皿 im m
．
1 h 2 h1 2 3 4 5 6 7 30
Pr egn a n cy Labo u r Postpar山m Days of puerperiu m
ー Im ニ iTrm ed10 t ely Qft e r e xpIu sI on of the p18C ent O
Fig． 1． Effe ct of labo u r o n s e ru mprOtein c o n ce ntration こ a lA G．
T he c o n c e ntr atio n of alA Go nlate gestatio n a nd labo u rw a s slightlylo w e rtha n
that ofn o n－ge Statio n and inc r e a sed afte rdeliv e ry．















































































Stage ト 用 ロ im m 1 h 2 h 1 2 3 45 6 7 3 0
Pr egn a ncy Labo u r Postpartu m Days of pu e rperiu m
im z lr mTed18tely oft e r ex pIus10 n OfthepIo ce nt o
Fig．2． E ffe ct of labo u r o n s e ru mprotein c on c e ntr atio n．
SymboIs こ 0 ， a ．Xニ ー ， Hp．
T he c o n c e ntr atio n of Hp o nlate ge statio n w asthe s a m e a sthat o n n o n－ge Statio n
a nd in c re a sed afte rdeliv ery．
T he c o n c e ntr atio n of ulX o nlate ge statio n w a s slightly highertha nthat ofn o n．



































































S tage 卜 n m im nl 1 h 2 h 1 2 3 ム 56 7 30
Pr egn a ncy Labo u r Post paTtum Days of pu erperiu m
． 1m 三 1rTYnedl 口t ely ofte r e xplu slon of the pIQ Ce nt亡I
Fig． 3． Effe ct of labo u r o n s er u mpr otein c o n ce ntr atio n 二9．5S－ a．glyc opr otein ．
T he c o n c e ntratio n of 9．5S－ a．glyc opr otein o nlate gestatio n w a sl．5 foldto that of
n o n－ge Statio n a nd the nin c r e a sed afte rdeliv ery．
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傾向 を 示 す も の に Clq－C O mpO n e ntくClqJ， CIs－C O m．
po n e nt くCIsI， C4－CO mpO n e nt くC 4j な どが あ っ た．
ぽ1X は， 妊娠 10ヵ月前半， 後 楓 分娩第工 へ 工工期で
は， それ ぞれ平均1 10士11％， 113 士20％， 114 士32％で
非妊時 よ り や や 高値 で あ る が ， 著 し い 変動 を 示 さ な
か っ た ． 児娩 出後 で は， 平均 137士48％とや や増加傾向
を示 し た が ， 分娩 終了 1， 2 時 間後 で は 平均 118 士
2 7％， 132 士52％と ほ ぼ同値 を 示 した
． 産裾 第 1 句 7日
目で は， そ れ ぞれ 平 均 152 士41％， 199士49％， 185 士
45％， 218 士55％， 191 士44％， 213士38％， 174士35％
と第 6 日日 を ピ ー ク と して約 2倍 に 増加 し，第 30日目
で は 122 士25％と低下 した．
9－5Su．は ， 図3 の ごとく， 妊娠末期の値 は非妊時の
値の 1．5倍 に 上昇 して い る が， 妊娠 10カ月前半， 後 半，
児娩出直後， 分娩終了 1， 2時間後 で は， さほ ど著変
な く， それ ぞ れ平均 162 士35％， 156 士39％，167 士35％，
159 士35％， 169 士39％で あっ た ． 塵裾第 1 へ 7日 お よ
び 30 日 で は， それ ぞ れ平均 204士51％， 220 士4 7％，
185 士43％， 2 60 士72％， 227 士64％， 252士104％， 203 士






















加 し， そ の 乱 非妊 時の 値近 く ま で減少 した
．
感 染防禦機構 に 密接な関与を有 す る と さ れ る CR P
の 変化 は， 図 4 に示 す ごと く， 産裾第1 日目 に 極めて
著 し い 増加 を示 す特異な パ タ ー ン を示 した
．
す な わち，
妊娠 10ヵ 月 前半， 後半， 分娩 工 へ 工工期， 川 期， 分娩直
後， 1 ， 2時間後で は， それ ぞ れ平均 101 士37％， 100士
22％， 104士65乳 96 士37％， 118士33％， 99 士39％，
119 士60％と， 著変 はみ ら れ なか っ た が， 産裾期 に急増
し， 産裾第 1 へ 7 日目に は， 467士325％， 422士151％，
271士 121％， 380 士191％， 275士169％， 293士 144％，
163 士33％と， 産 裾第1 日目 を ピ ー クと して 急減 し， 第
30 日目で は 101士2 9％で あ っ た ．
こ の場合 の白血球数 は， 図 4 の ごと く妊娠末期では
0．9 へ 1．OXlO4ル1 と軽度 な い し 中等度増加 し て お り
分娩開始 と共に 漸増 し， 分娩終了 後も増加 を続け， 分
娩終 了 2時間後 で は約 1．5X lO4ノ声1 とピ ー ク に 達 し，
そ の 後 は減少 した．
C9．c o mpo n e ntくC91は ， 非妊時よ り妊娠時に 増加し
て お り， 分娩終 了 まで著変な く経過 し， 塵裾第1日目
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■ 1rTYn こ 1rTTnedlQ t ely 8Ft er expluslo n of the plロC e nt q
Fig． 4． Effect of labo u r o n se ru mpr oteinくC R PJa nd Le u c o cyte ．
SymboIsこ A ， C R P三 Y ， Le u c o cyte．
T he c o n centratio n of C R Pw a sin c re a sed o n eday afte rdelivery a nd there afte r
de cr e a sed．
Nu mber s of Leu co cyteinblo od obtein ed fr o mpr egn a nt w o m en w er e slightlyhighe r
tha n that of n o n．ge station ahd inc re a sed 2 ho u rs afte rdeliv e ry a nd the re afte r
dec r e a sed．
血 清 G lyc opr otein に 及 ぼす 分娩の 影響
後は減少し， 非妊 時の 値 に 復 した．
B ． 分娩の 影響 に よ り 減少す る glyc opr otein
分娩の 影響 に よ り減少 する glyc opr otein に は， 2種
類ある．
一 つ は ， 非妊 時で も 血中 に存在 し， 妊娠時の
増加は僅か で あ り， 分娩後， 産碍期に 減少す るも の で
ある． 他は， 胎児ま た は胎盤に 特異的な蛋白 で あ り，
分娩後母体血中か ら 消失す る もの で ある．
前者に は S P3 な どが含まれ ， 後者 に は声IS P． ， ぽF，
hP L な どが含 まれ る． な お 後者の 場合， 比 較基準の
100％は， 妊娠 10カ 月前半の もの と した． 後半 で は， 妊
娠陣痛の 現 われ る こ と もある の で こ れ を基準に と る こ
と をさ けた．







































の 後 減少 し た も の は ， 分 娩 の 影響 に よ り減少 す る
glyc oprotein とみ な した．
a 2
－A P－glyc opr oteinくS P 31 は， 図5 に 示 す ごとく，
分娩終了ま で はさ ほ ど著変を示 さ な い が ， その後漸減
した． な お ， S P 3 は妊娠時に 非妊時の 5 ノ ー 6倍 に 激増
して い た の で， 図で は妊娠末期の値 を 10％と し て示
した．
a2
－HS－glyc opr oteinくa2H Slで は， 妊娠末期の 値 は，
非妊時 を 100％と して， 約 120％ に増加 してい た が， 分
娩後漸減 して， 産裾第 30日目 に は ， ほぼ 100％に 復 し
た．
alA Tお よ び Cp で は， と も に妊娠末期の 億 は非妊
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Fig． 5． Effect of labo u r o n se r u mpr otein c o n ce ntr atio n．
SymboIs ニ訝 ， S P 3ニ ロ ， AS Pl．
T he c o n c entratio n s of S P 3a ndPIS Pl gradu ally de c re a sed afterdeliv e ry．
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Stage トロ 1 2 3 4 5 6 7 3 0
Pregn a n cy Labo u r Po stpartum Days of pu erperiu m
ー
1 m 三 1rrTnedlotely 亡Ift e rex Dluslon of the pIcIC em Q
Fig－ 6． Effe ct of labo u r o n se r u mpr otein c o n c e ntr atio n．
SymboIs ニ Y ， aFニ 貯 ， H P L．
The c o n c e ntrations of a －fetoprotein a nd H P Lgr adu a11yde cr e a sed afte rdeliv rry．
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第 7日日頃 ま で は著変が認 め られ な か っ た0 しか し，
産裾第30 日目に は非妊時 の 1．2句 1．6倍 の レ ベ ル ま で
減少 した．
ASP．， a F， h P L な どは， 図 5お よ び 図6 に 示 す ご
とく 分娩直後か ら漸減 を示 し， 産裾第6 旬 7 日目に は，
分娩前の 値 の 1ノ5へ 1ハ0に 低下 し， 産碍第 30日目 で
は， わ ずか に 残存す る の み とな っ た
．
C ． 分娩に さ ほ ど影響 され な い 蛋 白分画
IgA，IgM な どは， 妊娠末期か ら産裾第 30日日ま で
ほと ん ど著変な く， 分娩 の影響 を受 け な い も の と み な
され た
．
ア ル ブ ミ ン お よ びブ レ ア ル ブ ミ ン は， 妊 娠末期 で は，
非妊時 よ りや や低下 して い た
．
ア ル ブ ミ ン で は ， 産裾
第 7日日 まで ほ と ん ど著変 はみ ら れ な か っ た が ， 産裾
第 30 日目に は非妊時の 倦 ま で 上 昇 した． プ レ ア ル ブ ミ
ン で は， 回 復が やや 早い 傾向に あ り， 産裾第5 日日頃
か ら上 昇 した．
a 21m a C r Oglobulin くa2Ml は ， 妊娠末期 に非妊時 よ
りあ る程度高い 値 を示 し， その 後は ほ と ん ど 変動 せず，
産裾第 30 日目 でも なお その債 を保 っ た ．
工工． 血 清 D H Aお よ ぴ C O L濃度 に 及 ぼ す分 娩の 影
響
DH Aお よ び C O Lの 変動 は， 図 7 に 示 す ご とく で
あ っ た ． 図で は両者の比 較の 便の た め に 妊娠 10カ月前
半の値 を 一 応 100％と して示 した ．
D H A は， 分娩開始 と共 に 増加 し始 め， 児娩 出時 に
ピ ー ク に達 し， その後急減 した． こ の 変動 パ タ ー ン は，
C O Lの それ に か な り良く似て い た． C O L は， 分娩開始
と共に 増加 し始 め， 児娩出時に ゼ ー ク と な り その後急
減 し産裾第 1 日日で は妊娠末期の値の 約 1ノ2近く に低
下 し， そ の後 さら に 漸減 して 非妊時の値 に 近づ い た ．
考 察
ぽ1A G は， オ ロ ソ ム コ イ ドま た は ぼ．セ ロ ム コ イ ドと
も称 さ れ， シ ァ ル 酸含量 が 11％と血清蛋白中 山 香高
い 1 6I
．
シ ァ ル 酸の 多い こ の glyc opr otein は， 炎症 など
に よ り コ ラ ー ゲ ン線推が 形成 され ると き ， その 線推の
間隔を埋 め て， 修復の役割 をも つ 川 瑚 ． ま た， 丑1A G は，
ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン くプ ロ ゲ ス テ ロ ン ， テ ス ト ス テロ
ン ， コ ー チ ゾ ー ル な どっ と結合 し， 運搬 ． 不 満化する
作用 を有 す る1 9榊I． さ ら に リ ン パ 球の フ エ イ ト ヘ ム ア
グル チ ニ ン に よる幼若化 を抑制 す る等の免疫抑制機能
も報告され てい る2り ． こ の よ う に， 仔 ．A G は種々 の 生理
的活性 を も つ が ， 脱 シ ァル 化 に よ り機能 を失い ， 肝細
胞 に 認識さ れ て 急速 に 代謝さ れ る2 2j23I． ぱ 1A G が妊娠
に よ っ て減量す る こ との 原因 は こ れ ま で不明 である．
著者 は， シ ァル 酸が 母体と胎盤と の 接合部 に付着し，
シ ァ ル 酸 の も つ 免疫抑制作用 に よ り， 母体が 胎盤 を認
識 ． 排除 す る－こと を防い で い ると 推測 して い る
．
その
た め に シ ァ ル 酸が消費さ れ， 血 中 ぽ．A G が減少すると
考え ら れ る． つ まり 妊娠 の継続維持 に ぼ工A G が重要な
働 き を し て い る と推測 して い る．
CIsI も妊娠中低値 を示 した が ， 妊 娠中毒症 に なると
さ ら に 低下す る と報告さ れ て い る















Stdge 卜n n im m 1 h 2 h 1 2 34 5 6 7 30
Pr egn a ncy Labo u r Po stpartu m Days of pu erperiu m
．
1m i lrTTTCdlclt ely ofte r e xpIus10 n Of the ploc en tCI
Fig．7． E ffe ctof labo u r o n se r u mdehydro epiandr o stero n e andc ortis oIc o nce ntration ．
SymboIsこ 0 ， D H Aニ ー ， Corti弓Ol．
T he con c entratio ns of D H Aa nd c o rtisoI w e rein c r e a sed du ring labo u r a nd the n
de cr e a sed afte rdeliv e ry．
血清 Glyc opr otein に 及 ぼす分娩の 影響
は遺伝性血管性浮腰の 疾患で知 られ て い る24
ヤ 261
． 妊娠
に お け る生理 的血 管透過性冗進や 妊 娠中毒症に お ける
浮腰の
一 因と し て CIs工の 低下が 考え られ る．
Hp の産裾期に お け る変動 は， 婦人科手術侵襲 をう
けた場合の 変動 と類似 し て い る1 2I． Hp は， 月b と結合
して， H b鉄の 尿 へ の喪失 を防止 す る作用 を有 する と
報告され て い る
27I28さ
C RP は妊 娠に よ り増 量 し， 塵裾第 1 日 目に 急増 し
た． 滝沢ら29即Iは， CR Pは妊娠に よ り上 昇 し， 分娩時
に は， さ らに 上 昇 して い たと報告 して い るが ， われ わ
れの研究 で は， 分娩時に は あま り増量 しな か っ た ． 婦




こ の こ と よ り， C R P は分娩 ス ト レ ス が 加わ っ
て数時間して か ら徐々 に 増量 す る もの と 考え られ る．
a lA Tお よび Cp に つ い てみ ると ， 共 に 妊娠末期 で
すで に 高濃度くalA Tニ 242％， Cpこ 265％1 で あ っ た ．
これ は， エ ス トロ ゲ ン な どの 胎盤性 ホ ル モ ン に よ る も
の と考え られ る ． 産裾中に お い て は， 胎盤性 エ ス トロ
ゲ ンの 消退 に伴 う血 清濃度の 減少と， 分娩侵襲 に よ る
増量が桔抗 して産裾第7 日目ま で は有意の 変動と は な
らなか っ たも の と考 えら れる ．
鶴 H S は， 妊娠末期 に 増量く140士25％1して い た が，
胎盤娩出後 で は し だ い に 減 量 し た． ぽ2H Sに は， in
vitr oで， オ プ ソ ニ ン く食薗コ作用 の あ る こ と が知ら れ
てい る3 い． そ し て ， ぽ 2E S は臍帯血中に 高濃度 に 存在す
る． 著者らの 以 前の 研究に よれ ば， 臍帯血中で は， ほ
とん どの 血 清蛋自分画は母体血中濃度 に 比 し， 非常に
低濃度 で あっ た ． と くに Hp， Cp，IgA，IgM，IgD な ど
は， 臍帯血ノ母体血比 が 20％以 下で あ っ た ． こ れ らの 蛋
白分画 に比 較 して ， a2H S， a2M，IgG，P2－ glyc oprotein
工く偽 り な どは， 臍帯血ノ母体血 比 が 80％以上 で あり，
臍帯血 中に 高濃度に 存在 した．
こ れら臍帯血 中に 高濃度に 存在す る蛋 白分画の う ち
で ， 工gG は， 胎 盤特有の 能動輸送作用 く濃度勾配 に 逆
ら っ て の 母児転送う に よ り， 母体の 免疫 を児に 譲 り渡
すこ とが報告され て い る3 2 叫 ． ま た， 工gG は妊娠 12週
か ら母体よ り胎児 へ の 胎盤通過が あ り， 胎児の IgG は
妊娠の 進行 に 伴 っ て増加 す る 細 361． 峨 H Sに つ い て の
この 胎盤の 能動輸送機序 は， まだ 知ら れ て い な い ．
ぽ2王iS濃度が妊 娠末期に 増量， 分娩後 に 減量 の 変動 を
示 した意義は， ぽ 2H Sを大量 に 新生児に 送 り こ み ， 新生
児を感染か ら防衛す る こ とに ある と 考え る．
工gG は， 陣痛が 強度 とな り児娩出の 直前 ごろ に ， 大量
に胎児に 転送 され る と報告さ れ て い る3 7I． 陣痛中の わ
ずか の 減量傾向が そ れ を意味する か どう か は不 明 で あ
る
． 産祷初期で の IgG の 減量 は， 出血に よ る こ と も加
わ っ て い る と考 え られ る． しか し， 有意善くp く 0．00い
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を も っ て減量 した こ とは， 王gG が どこか へ 消費され た
か ， また は， 形質細胞の 1gG 産生能が低下した か の い
ずれ か で あ ろう．
アル ブ ミ ン ， 総蛋 白， へ モ ク ロ ビ ン， ヘ マ トク リ ッ
ト の 変動 に つ い て みる と， 妊 娠末期で は低ア ル ブ ミ ン
血 症 ． 低蛋 白血症 とな っ て い る が， 分娩 晩 産裾初期
く塵裾第7 日目ま でI に は有意の 変動はみ られ な か っ
た ． しか し， 分娩直後に 血液は濃縮さ れる 傾向に あ り，
分娩終了1 時間後 よ り産裾第3 日剛こか け て は， 血鞍
は 稀釈 さ れ て い る 傾向 に あ っ た ． 寒 露 は 全量 で 約
500へ 1000g位 で あ り， そ の 3ノ4 は産裾第 3 日目 ま で
に 排泄され る こ と か ら ア ル ブミ ン 等の 産碍初期の減少
傾向は， 悪霹な どの 出血 に よ る もの で あろ う．
白血球数の増加す る 時期 は， 手術の場合で は コ ー チ
ゾ ー ル の ピ ー ク時 く術後 3時間別 と 一 致し たが， 分
娩の 場合 に は， コ ー チ ゾ ー ル の ピ ー ク が児娩出直後 で
あ るの に 対 し， 白血球数の ピ ー ク は分娩終了 2時間後
で あ っ た ． 白血球数 は， 創部の sk inprote a s eが血 中
に 漏出す る こ と に よ り増加す る と報告され て い る3鋸
．
そ して ， コ ー チ ゾ ー ル な どの ス テ ロ イ ド は， 白血 球の
膜 を脆弱に し， 白血 球内の 蛋白分解酵素を血 中に 漏出
させ る と報告さ れ て い る3 g刷 ． こ の 蛋白分解酵素の過
剰の 働き を中和 す るた め に ， ぽ1X な どが増量し てく る
も の と 考え られ る．
コ ー チ ゾ ー ル ， CR P， Bp な どの 上昇度の 面か ら， 正
常分娩 に よ る ス ト レ ス の 程度 と婦人 科手術 く単純子宮
全摘術な どうに よ る ス ト レ ス の 程度 と を比 較 してみ た．
コ ー チ ゾ ー ル 値 は， 妊 娠末期 に す で に 増 量 く平均
40．8月gノdり して お り， 児娩出時に 最高値く平均 94．4
JLgノdu を示 したが ， これ はJoliv etら の 報告401と 一 致
す る もの で あ っ た
．
一 方 ， 婦人 科手術で は， 術 前平均




C R P は， 分娩で は 161％
よ り 1239％に 上 昇 し， 手術で は 100％よ り 1545％に 上
昇 した． Hp は， 分娩で は 101％よ り 264％に 上 昇し，
手術で は 100％よ り210％に 上 昇 した．
こ の よう に ， コ
ー チ ゾ ー ル ， C R P， Hp な どの 上昇度
よ り み る限り で は， 分娩も 婦人 科手術も， ほぼ 同程度
の ス ト レ ス で あ ると 思われ る．
結 論
的40種類 の 血 清蛋白分 画 に 及 ぼ す 分娩の 影響 を検
索 し， ま た ， 同 時 に 分 娩 前 後 の 血 中dehydr o－
epia ndr o ster o n eくD H Al お よび cc．rtisolくC Oい 濃
度 を経時的 に 測定 し， 下記の ごとき 結果 を得た ．
分娩の 影響と し て現 われ る 血 清蛋 白分画の変動は，
起 こ る も の で は産裾期に 入 っ て か ら変動す る ものが 大
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多数で あ り， 妊娠末期か ら 分娩終了 まで の 経過中に 著
明な変動を示 すも の はみ ら れ な か っ た ．
産裾期に 増加 し， 塵裾期 を過ぎる と非妊時の 備 に 復
す るも の ， 産裾第6〆 －7 日目に ピ ー ク備に 達 す るも の ，
産裾第 1日 目に ピ ー ク に達す る も の ， 著増 す る もの ，
軽度増加す る もの な ど種々 の 型 の もの が み られ た． ま
た， 産裾期に 漸減す る もの で は， 妊娠中に 増加 して お
り， 分娩後減少 して非妊時の値 に 復す る も のが み られ
た
．
なお ， 胎児 ． 胎盤由来の血清蛋白分画で は， 分娩
終了 後 に 減少 し始 め， 産裾期 の 終 り に は ご く 低値 と
な っ た ．
ぽ IA G は， 分娩後急増 し， 産碍第 6 日日頃を ピ ー クと
して その 後減少 した ． Hp， ぽ1X，9．5 S－ぽ1な ども ほぼ 同
様の変動パ タ ー ン を示 した ． C R P は， 産蒋 第1 日目 に
急増 し， そ の後減少 した ． S P 3 は， 分娩後漸減 した ．
また， AS Pl， よF お よび h P L は分娩後減少 し， 産裾期
の 終 りで は極め て低値 を示 した ．
血中 D H A およ び C O L は， 児娩出時に 急増 し， その
後急速 に 減少 した．
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Abstract
In order to in v estigate the effe cts of labo u ro n s e ru mglyc opr otein fra ctio n s， t he c on c e nt－
rations ofs e ru mPrOtein com po n e nts w e r e m e a su red du ringt he pe riod oflate gestatio n，1abo u r
and pu e rperium ． At the s am e tim e
，
Se ru m C O n C entratio ns of cortisolくC O LJand dehydro epia n－
drostero n eくD HAI w e re ex amin ed， and their ch anging patte ms w e r ec om par ed with th。S e 。f
Se ru mPrOtein fr a ctio n s．
Se ra were s a mpled in seriesfro m the pe riod oflate ge statio nto the 3 0t hpo stpa rtu m day．
Ex cept for the sam ples wit h the c a s e st hat had abn o r m al c o u rs e sdu ring ge statio n， 1abo u ra nd
The co ncentratio ns of seru mglycoproteinfr action sdidn otsho w a ny signific a nt changesdu r－
inglabouri On the co ntr ary， du ring pu e rperiu m ， SO me pr Otein fractio nsincre a s ed r e m a rkably，
Of D HA and C O L
，
t he num ber a nd fr a ction of leukocyte s， t he n u mbe rof erythr o cytes， he ma－
tocri tvalues， hem oglobin co n ce ntration， tOtal bilirubin valu es a nd e rythr o cyte sedim e ntation
r ate w ere stud ied． T he c on c entr ation s of4 0serum Pr Oteinffa ctions w e r e m e asur ed bythe micro
Single r adiol im m un odifusion m et hod ．
T he con c e ntratio ns of s eru m glyc opr otein fr a ctio ns didn ot sho w a ny signific a nt differenc es
duringlabouriO nthe c o ntrary， du ring pue rpe riu m， S O m ePr Otein fractionsin c r e a s ed r e m a rkably，
aJld other pr oteins de cre a sed－ T he se ru m fractions which in c r eas ed after deliv e ry in cluded
a racidglycoprotein， haptoglobin， OEr antichym otrypsin， C
－r e aCtiv eprotein， a nd 9．5 S－Ctl Nglyc o－
PrOtein－ Co nversely se rum CO n C entration s ofct2TA P－glyc oprotein， CE2TH S－glyc opr otein， OLfeto
－
Pr Otein， hu rn anPla c ental lactogen， and pr egn ancy spe cific Pl －glycoprotein decre a s ed after
delivery． In ad ditio n， S e rum Pr Otein fr a ctionsJ Su Ch as al － antitry psin，im m un oglobulin M didn ot
Sho w anysigninc ant d iffer e n c e sduring e arly pu erperiu m ．
Se rum C O n C entr atio n of D H A began tO inc rea s edu ringlabour， a nd reached its pe ak at the
til 駅 Of deuvery whoselevel w a s2．5 tim e sthe prelabo u r v alu e． T hereafter D H Acon c entratio n s
decrea sed
，
and retu rned to pr elabou r v alu e swith ina fe w ho u r s ofdeliv ery． C ha nglng Pattern Of
C O Lwa ssim ilar tO that of D H A■ Seru m level of C O L inc r e a s ed gradu ally du ringlabo u r， a nd
re ached its peak im mediately afterdelive ry， and ther eafte rde c r eased fa st， a nd re sto r ed thepre
－
labou rlev el in afe w ho urs afte rdehv e ry． Som e ofthe s e rum Pr Otein fr a ctio n s w e r e c o n side r ed
to hav erelatio ntothe eryt hr o cyte sedim e ntatio nrate．
T he relation ship 亭betw e e nthe changm g PatternS Ofse ru mPr Otein fr a ction s a nd t hat of C O L
O rDH Aduringlabou r and dehv ery w eredis c u ssed．
